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1. はじめに 

地盤や仮設構造物への影響を監視するためには，効率よくデータを収集し，多種多数にわたる計測器を管理

する必要がある．計測データの伝送方法には，有線と無線の二種類ある．有線による方法は，配線が複雑にな

りやすく，配線の切断や漏電が発生すると復旧に時間を要する．一方，無線による方法は，配線不要で簡易に

設置出来るが，通信障害の発生時に復旧までの間データが取得出来なくなる． 

筆者らは，多数にわたるデータを無線により伝達し，通信障害によるデータ欠損を防ぐ変状監視システム「Ｔ

メッシュネット®」の開発を進めてきた．本稿では，変状監視システムの現場適用結果を報告する． 

2.システムの概要 

「Ｔメッシュネット®」とは，通信方式にフルメッシュネット

ワークを利用した変状監視システムである．本システムは，親機

と子機から構成され，特徴は任意の子機同士が自律的に通信網を

構築する点である．万一，通信障害や子機の故障が発生した場合

でも，それ以外の子機間で別の通信経路を自動的に再構築するこ

とが可能となっている．本システムの概要図を図－1に示す． 

計測器から得られたデータは，子機を通して親機に伝送され，

Webサーバー上にアップロードされる．この仕組みにより，多数

のデータの一元管理が実現でき，そのデータを，現場事務所や本

支店などの遠隔地のパソコンで確認できる．さらに，本支店では，

Webサーバーを通して，他現場データも確認・集約することが出

来るため，複数の現場状況をリアルタイムで監視可能となってい

る． 

図－2に示す子機は，多種類の計測器（ひずみ、温度、水圧、

傾斜等）に接続できる．また親機には，最大50子機×3チャンネ

ルの150箇所の計測データを収集可能である．子機は，電池で作

動し，電池の消耗を抑えるために，計測時のみ電源が入るスリー

プモードを搭載している． 計測間隔は，任意で設定可能である．

この機能により10分に1回計測する設定で，約2年間使用可能であ

り，電池交換の頻度の低減に繋がる． 

今回，子機モジュールのバージョンアップとして，同期不良時に再起動する機能を追加した．このことに

より，通信状況の更なる安定性の確保と同期不良時の通信アクセスが無くなる事による省電力化を実現した． 

3.土木現場への適用 

Ｔメッシュネットを地下通路築造工事（開削掘削による施工）へ適用

した．  

親機を覆工桁下に 1 台，子機を 1～3 段目山留に 11 台設置した．図-3

に子機の設置状況を示す．子機はマグネットによる着脱式とし取付を容

易にした．機器設置平面図を図－4，機器設置断面図を図－5に示す．  

計測は 4 測線でそれぞれの測線間距離は 20～30ｍである．計測間隔は 
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図-2 子機の概要図

図-3 子機設置状況 

図-1 変状監視システム概要図
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10分毎とし，計測項目として山留ひずみ，坑内温度，坑壁傾斜，地下水位の4項目とした．  

今回検証用として，有線による計測を並行して実施し，Ｔメッシュネットの計測結果と比較した． 

 

4. 結果 

図－6にＴメッシュネットと有線計測の結

果として，山留ひずみ量（μST）の代表的な

データ約1月分を，図－7に山留ひずみ計の設

置状況を示す．計測に用いるひずみ計は，Ｔ

メッシュネット用と有線計測用であり，各ひ

ずみ計を同一切梁材のウェブ中心に計器間の

離隔が1ｍ以内になるよう設置した． 

結果，Ｔメッシュネットと有線計測共に，

安定してデータを取得することが確認できた． 

特にＴメッシュネットは，親機･子機間の同期                           

不良によるデータ未取得箇所が一部（11月29日）

見られたが，自動再起動機能により通信経路を自動構築し，継続し

たデータを取得する事が出来た．Ｔメッシュネット用の山留ひずみ

において，データの振れが見られたが，有線計測との差異は最大30

μST程度と微小な範囲であった． 

差異の原因は，計測が同一のひずみ計によるものではなく，個々

のひずみ計の設置箇所の差異が，計測結果に影響したと考える． 

5. おわりに 

 今回，Ｔメッシュネットを地下通路築造工事へ適用した．地下工

事特有の輻輳した狭い場所での設置も有線計測と比べて容易にでき，なおかつ継続的にデータを取得すること

が確認できた． 

今後は，更に範囲や台数を増やし地下工事での最適な計測環境の構築を行っていく． 
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図-4 機器設置平面図 図-5 機器設置断面図

図-6  山留ひずみ計測結果図 

図-7  山留ひずみ計設置状況 
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